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スマホ /タブレット

ストレージCD Drive

デジタルオーディオ出力 ：USB2.0オーディオ出力　PCM 768 kHz/32 bit,   DSD256
      同軸S/PDIF出力　PCM 192 kHz/24 bit
     AES/EBUオーディオ出力　PCM 192 kHz/24 bit
映像出力  ：HDMI2.1/HDCP2.2(4K最大60fps)
接続端子
USB                                              ：USB3.0×1、USB 2.0×1
LAN                                              ：Gigabit 10/100/1000M
Wireless   ：Wi-Fi 802.11a/b/g/n/ac、2X2 MIMO with RSDB
 Bluetoothコーデック ：SBC
UPNP DLNA  ：Renderer with Open Home support
対応サービス  ：Airplay via Shairport Sync、Spotify & Spotify Connect、TIDAL & IDALConnect、  
     QOBUZ

利用可能なプラグイン ：YouTube、Squeezelite、Radio Paradise、Podcasts、 Pandora、FusionDSP、Roon Bridge、 
     Soundcloud Mixcloud

CPU                                              ：Amlogic S905D3 Quad Core 1.9 GHz
RAM                                             ：2 GB DDR4
内蔵ストレージ         ：16 GB EMMCz
電源                                             ：5V / 3A(ACアダプター付属)
サイズ                                       ：270 x 150 x 50 mm
重量                                             ：1.14 kg
保証期間                                   ：12ヵ月
標準的な小売価格                ：165,000円（税込）
JANコード                              ：8057717840032
※仕様は予告なく変更になる場合があります。
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拡大する RaspyFi 

こうしてRaspyFiを無事に使えるよう
になると私がやったのは、安価な手
製のネットワークプレーヤーを自分
で作るということだった。RaspyFiの
インストールされたラズベリーパイ
をオーディオ用 PC に見立てて、ま
ずラズベリーパイのUSB端子で USB 
DACと接続する。ラズベリーパイに
はアナログ出力端子もあるのだが、
とりあえず音声が出せるという程度
の音質でしかなかった。もちろんミ
ケランジェロ氏もUSB DACを接続す
る想定をしていて、ラズベリーパイ
のUSBでの給電能力の確認もしてい
た。これはとても助かったのを覚え
ている。 
またラズベリーパイに使用する5V
電源は低品質のものも多く、ラズベ
リーパイは電源に起因する不調が多
かった。このためミケランジェロ氏
は自分でさまざまな市販の5V電源に
繋いでテストして、もっとも安定し

て優れていた機材の情報も共有して
いた。ちなみに彼はRaspyFiのための
オーディオ用のクリーン電源装置ま
で自作して、そのノウハウまで公開
していたのである。 
ここでやっと市販のUSB DACに接続し
て音を聞いてみたのだが、その音質
は素晴らしかった。よく聴く良録音
の曲を本気で聞いてみたが透明感が
とても高く、ウッドベースの歯切れ
も良い。ハイレゾは192kHz/24bit ま
で対応でき、さらにDSDのネイティブ
再生まで可能だった。RaspyFi の音は
手持ちのDACが生まれ変わるように
優れた音質であり、動作も安定して
いた。アップサンプリング
まで可能だったが、当時の
CPUではアップサンプリン
グをすると音が途切れて
しまった。 

わずか4000円のコンピュ
ーターで大きなサウンド
が出せるRaspyFiはこうし
て生まれてきた。前述の通

り、始動はトラブル解決を趣味の一
つにしていなければ到底進めないよ
うなものだった。ミケランジェロ氏
自身もユーザーたちを引っ張ってい
き、RaspyFiだけではなくRaspyFiのコ
ミュニティも誕生したのだ。 

けにHDMIでモニターを接続しなけ
ればならないことだ。もちろんキー
ボードも必要なことは言うまでもな
い。当然このために小型のHDMIモニ

ターやキーボードも購入した。そし
てOSがインストールできて、ネット
に接続できるようになるとHDMIモ
ニターやキーボードは不要となり、
やっと本番の設定作業ができるよう
になる。そして今度はiPadにMPDの
設定用のアプリをインストールし
て、リモートで作業をする。そしてラ
ズベリーパイにネットで接続するた
めにはラズベリーパイのIPアドレス
を知るためにLinuxのOSのコマンド
を叩いてネットワークアドレスを表
示させることが必要となる。もちろん
そのコマンドも自分で調べるわけだ。 
これはこの手のソフトウェアとして
はかなり簡単な方だが、実のところ
かなり面倒臭かった。また多くの専

門的な知識が必要となる。そしてこ
こまでやってインストールがすんな
り成功するとは限らないのである。 
しかし、今の Volumio ユーザーはも
ちろんこうした面倒臭さからは解放
されているわけだ。これは「箱で提供
して5分で良い音が出せる形が望ま
しい」というミケランジェロ氏の理
念によるもので、いわばアップルの
ように完全な形でサービスとハード
を届けたいという考えからきている。 

けにHDMIでモニタ を接続しなけ
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